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一
般
的
に
日
本
の
中
世
は
、
平
安
時

代
後
期
（
12
世
紀
）
～
室
町
時
代
後
期

（
15
世
紀
）
ま
で
と
さ
れ
ま
す
。
武
士

が
台
頭
し
て
く
る
時
代
背
景
の
中
、
後

鳥
羽
上
皇
、
後
醍
醐
天
皇
が
隠
岐
に
流

罪
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
後
醍
醐
天

皇
の
足そ

く
せ
き跡

は
市
内
に
も
い
く
つ
か
残
っ

て
い
ま
す
。

　

雲
樹
寺
は
後
醍
醐
天
皇
よ
り
下か

し賜
さ

れ
た
「
天
長
雲
樹
興
聖
禅
寺
」
が
名
前

の
由
来
と
さ
れ
、
山
門
の
正
面
上
に
直

筆
と
伝
わ
る
額
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
大
門
」
と
呼
ば
れ
る
四
脚
門
は
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雲
樹
寺
と
同
様
に
歴
史
の
あ
る
清
水

寺
に
つ
い
て
も
、
本
堂
は
室
町
時
代
の

建
築
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

安
来
市
の
重
要
文
化
財
建
造
物
は
、

こ
の
2
件
だ
け
で
す
。

　

市
内
の
数
少
な
い
中
世
の
発
掘
調
査

成
果
と
し
て
、
油
坪
３
号
墳
（
黒
井
田

町
）
か
ら
出
土
し
た
陶
製
の
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔

が
あ
り
ま
す
。
宝
篋
印
塔
と
は
、
墓

塔
・
供
養
塔
に
用
い
ら
れ
る
仏
塔
の
一

種
で
、
石
製
が
一
般
的
で
す
が
、
陶
製

の
も
の
は
全
国
的
に
み
て
も
珍
し
い
も

の
で
す
。

　

こ
の
宝
篋
印
塔
は
、
石
製
基き

だ

ん壇
（
建

造
物
を
立
て
る
た
め
の
土
台
と
し
て
石

を
積
ん
だ
も
の
）
の
上
か
ら
出
土
し
て

お
り
、
基
壇
の
下
に
は
火
葬
骨
が
埋
葬

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
骨
は
南
北
朝
時
代

（
14
世
紀
中
頃
～
末
）
の
も
の
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
頃
、
十
神
山
城
を
拠
点
に

こ
の
地
域
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
松

田
氏
に
関
係
の
あ
る
人
物
の
墓
で
あ
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

▲出土した宝篋印塔。

▶
現
在
の
雲
樹
寺
四
脚
門
（
上
）
と
、
歴
史

資
料
館
で
展
示
し
て
い
る
創
建
当
時
（
室
町

時
代
）
の
１
／
２
復
元
模
型
（
下
）。

　

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
の
展
示
品

を
通
し
て
安
来
市
の
歴
史
を
紹
介
す

る
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
。
第
６
回
は
中

世
の
安
来
を
紹
介
し
ま
す
。

～
歴
史
資
料
館
資
料
～

連
載
⑥
知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
安
来
市
の
歴
史

問
い
合
わ
せ

　

歴
史
資
料
館　

☎
32-

２
７
６
７

中海・宍道湖
     ・大山圏域

市長会
 通信㉕

■
伯
備
新
幹
線
の
早
期
実
現
に
向
け
て

■
伯
備
新
幹
線
の
早
期
実
現
に
向
け
て

　

6
月
7
日
㈬
、
圏
域
市
長
会
の
４
市

長
は
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
の
上
原
局

長
と
面
会
し
、
山
陰
新
幹
線
及
び
伯
備

新
幹
線
に
関
す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
山
陽
と
圏
域
を
結
ぶ
伯
備

新
幹
線
の
早
期
実
現
に
向
け
、
官
民
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
島
根
大
学
学
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

■
島
根
大
学
学
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
実
施

ク
を
実
施

　

圏
域
市
長
会
で
は
、
島
根
大
学
と
の

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
将
来
的
に

問
い
合
わ
せ

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

事
務
局

　

☎
０
８
５
２-

55-

５
０
５
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▲右から田中市長（安来市）、上定市長（松
江市）、上原鉄道局長、伊木市長（米子市）、
飯塚市長（出雲市）。

◀▲安来市では、天野紺屋（左）、
足立美術館（上）、道の駅あらエッ
サでフィールドワークを行いまし
た。

圏
域
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
や
地
域

定
着
を
目
的
と
し
た
「
若
者
を
共
に
育

て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
㈯
に
「
地
域
人
材
育
成

コ
ー
ス
」
の
75
人
が
圏
域
５
市
に
分
か

れ
、
各
市
の
職
員
と
と
も
に
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。「
地
域
人

材
育
成
コ
ー
ス
」
の
入
学
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
掲
載
す
る
圏
域
の
魅
力
発
信
の
記

事
を
学
生
が
作
成
し
ま
す
。


